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9 時 30 分から 16 時 30 分まで 〇あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 なでしこ児童発達支援事業 支援プログラム（参考様式） 作成日

法人（事業所）理念
障害児が日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、並びに集団生活に適応することができるよう、当該障害児の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて、適
切かつ効果的な支援を行い、人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の内容の他、その他関係法令等を遵守し、事業を実施する。

支援方針

重度な障がいがあり生活支援、医療的ケアを必要とする子どもがご家族から離れ、楽しく保育活動に参加し過ごします。その中で日常生活における基本動作や主体性、創造性や社会性を
育み、成長発達していくと共に、ご家族が健康な生活をおくり、楽しく子育てができるように支援し、安心して過ごせる地域社会の構築を目指しています。保育士を中心に看護師、セラ
ピスト、ソーシャルワーカー等、多職種チームで連携し支援していきます。

営業時間 送迎実施の有無 送迎は要相談の上実施となります。

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康状態の把握。ご家庭での様子を伺い、小さなサインから心身の異変に気付けるよう、きめ細やかな観察を行う。
・睡眠・食事・排泄・更衣等の基本的な生活リズムを整える。
・障害の特性に配慮し時間や空間等の生活環境を整える。

・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢・下肢の運動、動作の習得等をめざし支援します。
・リズム体操・感覚、粗大遊びの中で、感覚過敏等の偏りを緩やかにし、身体の発達を促していきます。（リズム体操・ブランコ・引き車・トランポリン・プール等）
・手指や道具を使い指先から感触感覚を味わう（制作・絵具・スライム・砂・土・園芸等）

・日課の繰り返し（日付・曜日・天気等）や季節を感じる遊びの積み重ねにより認知や行動の手掛かりとなる概念の形成し、行動につなげるという認知機能の発達を促していきます。

・他者との関わりの中で自分の思いや願いが十分に発揮できるよう支援します。言語表現のみならず、子どもの非言語コミュニケーションや様々な表出が引き出せるような関わりをして
いきます。
・言語の発達、自発的な発声を促すこと、相互的なやり取りを楽しむこと、話し言葉・文字・絵カード・サイン等を踏まえたコミュニケーションツールを活用し環境の理解と意思の伝達
ができるように支援します。

・身近な保育者（保育士・看護師・セラピスト）との親密な関係を築き、その信頼関係や愛着を基本として周囲の人との安定した関係性を形成する。
・保育者（保育士・看護師・セラピスト）が仲立ちをしながら集団活動への参加を促し、役割分担やルールを守って遊ぶ共同遊びを通して社会性の発達を支援します。また、気持ちを整
理したり、折り合いをつけたりし、情動の調整を保育者（保育士・看護師・セラピスト）と一緒に行っていく。

主な行事等

・お花見・季節折々の制作（こいのぼり、七夕、ひなまつり、ハロウィン、クリスマスオーナメント、干支、年賀状等）・プール遊び・サマーフェスティバル・クリスマス会・遠足
・餅つき・戸外保育・園芸・クッキング・お誕生日会

家族支援

・キッズでの生活の様子を具体的に連絡帳やSNS、写真等で伝えながら信頼関係
を築き、困りごとや心配事を一緒に考えていけるようにする。
・子育ての楽しさや大変さ共感しながら、ご家族と一緒に子ども成長を喜び合
い、子どもが安心して生活できるようにする。
・必要に応じてご家族からの相談に対する助言やきょうだいを含めた子どもの
発達上の課題について一緒に解決できるように努める。

移行支援

・子どもの育ちや家庭の生活の支援に関わる健康・医療・福祉・教育等の
関係機関で情報共有を行い、円滑に支援が引き継がれるようにする。ま
た、関係機関との連携を行い、地域で適切な支援が受けられるように努め
る。

地域支援・地域連携

・幼稚園・保育園等の移行や就学に向けての引継ぎや必要に応じて電話連絡や
見学の受け入れを行い、支援や連携を行う。 職員の質の向上

・専門的な知識技術向上を目的に内外部研修の参加を積極的に行っていま
す。


